
　1986年夏、門間一家（正輝、幸枝夫妻と小学生の長男愛輝、次男直輝）は、全財産を投じて〝過去の戦争
を見つめ、未来の平和を創る〟「ピースボート」に参加した。その船上、中南米で最も貧しい国ハイチの現
状を訴える「メッセージコンサート」をはじめて開いた。このツアーを通して「あるはずがないと思ってい
たことが、いっぱい起こっている」世界の現実に目を開かされた。 
　1987年、アマチュア・コーラス「ゴスペルファミリー」として、人権を訴えるいろいろな集会で歌いはじ
めた。関わってきた人権問題は、ハイチの民主化、南アフリカのアパルトヘイト廃絶、東ティモールの独立、
パレスチナの解放、日本のダイヨーカンゴクとえん罪、死刑廃止、脱原発、環境破壊問題、アジア観光ツアー
と子ども売春根絶、PKO海外派兵と戦争への道に反対、日本が侵した過去の戦争犯罪の懺悔、元従軍慰安婦
への補償など幅ひろい。 
　1990年6月、コーラス・アルバム「コイノニア―愛の交流で地上に平和を！―」を発表、その収益はすべて
内外の人権活動基金に向けられてきた。 
　「ゴスペルファミリー」のコーラスは、聖歌やゴスペルフォークソング、民衆のための民衆による民衆の歌
から選ばれ、「心を一つにして奏でる音楽からは、人を思う優しさにあふれた素晴しいハーモニーが伝わっ
てくる」（ミニコミ紙「村山三里」）。 
　1991年8月、ジュネーヴの国連を訪れ、その後ヨーロッパをまわり、リスボンの東ティモール難民居住区、
スペインの「ベンポスタ子ども共和国」、オランダのNOVIB、インドネシア・コミッティ、そしてIFOR（国
際友和会）の方々と交流、コーラスと共に無実の死刑囚パウロ袴田巖さんの 
再審を訴えて、国際署名を募り、1993年9月、静岡地方裁判所に第一次集約 
を提出した。その後も全国各地でメッセージコンサートを開き、その中で 
袴田巖さんのえん罪を訴えてきた。1992年1月、門間正輝は「無実の死刑囚 
・袴田巌さんを救う会」の代表に就き、幸枝は副代表を務めている。 
        
・1994年7月、NHK「列島リレードキュメント―東村山市門間さん一家」出演 
・1996年9月、日本テレビ「心のともしび―ゴスペルファミリーを招いて」出演 
　　　　　　　　　　　　　　　　～門間ゴスペルファミリーのパンフレットより～

門間ゴスペルファミリー

ジュネーブの国連正門前で（星野博之撮影）


